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中国共産党第 19 回全国代表大会の分析（佐々木　智弘）
アジア・太平洋研究センター主催，総合政策学部共催講演会
日　時：2017 年 11 月 9 日（木）
場　所：Q 棟 5 階　 51，52 会議室
テーマ：中国共産党第 19 回全国代表大会の分析
報告者：佐々木　智弘（防衛大学校准教授）
　 2017 年 10 月，中国では 5 年に一度開催される中国共産党全国代表大会が開催さ
れ，今後 5 年間の第 2 期習近平政権の体制が決まった。本講演会では，防衛大学校の
佐々木智弘先生をお招きし，この会議の意義を分析していただいた。
1．第 19 回党大会の焦点
（1）「新時代の中国の特色ある社会主義思想」の提起
　「習近平の新時代の中国の特色ある社会主義思想」が中国共産党の行動指針として
示され，党規約に盛り込まれたことである。毛沢東思想，鄧小平理論に続く名前入り
の行動指針となったことで，習近平の権威は高まり，神格化がいっそう進むことに
なった。
（2）党中央人事の特徴
　中国共産党の最高指導部を形成する中央政治局委員 25 人が入れ替わった。このう
ち，報告者の判断では，習近平のこれまでの直属の部下や同級生などが 11 人（丁薛
祥，習近平，劉鶴，李強，楊暁渡，張又侠，陳希，陳敏爾，趙楽際，黄坤明，蔡奇），
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第 18 回党大会以降の第 1 期習近平政権（第 1 期）で特に習近平に忠誠を誓い信頼を
得たのが 6 人（王滬寧，許其亮，李鴻忠，楊潔篪，汪洋，栗戦書）で，両者を合わせ
て習近平人脈が 17 人に達した。これに対し，胡錦濤人脈は 3 人（李克強，陳全国，
胡春華），江沢民人脈は 1 人（郭声琨）にすぎない。習近平の権力基盤が非常に強化
され，習近平の一強体制が築かれたといえる。そしてポスト習近平を常務委員に抜て
きしなかったことから，2022 年の次期党大会以降も習近平は最高指導者であり続け
る意思を示したといえる。
2．政権運営の展望
（1）不安定要素
　習近平の政権基盤は安定しているものの，不安定要素を抱えている。たとえば集団
抗議行動（デモ）の頻発である。2010 年以降 GDP 伸び率が 2 ケタを割り，低成長時
代を迎えたことが背景にある。中国社会科学院によれば，構造改革による石炭業や鉄
鋼業の過剰生産能力の淘汰，景気悪化によるリストラや給与の引き下げ，補償金の未
払いなどが労使対立をエスカレートさせたことがデモの主な原因だとしている。
　習近平が最も警戒しているのが，こうした社会の不満が反体制活動に転化すること
である。そして米国や西側諸国による民主化支援である。そのため第 1 期でも反体制
活動家の摘発を進め，SNS など新興メディアへの規制を強化してきた。
（2）人事に見える経済・外交運営
　第 1 期でも習近平の経済ブレーンを務めた劉鶴が中央政治局委員に抜てきされた。
このことは習近平が過剰生産能力の淘汰や電気自動車などのイノベーションなど劉鶴
が進めた構造改革の成果を評価していることを意味し，第 2 期も政策の継続により経
済成長をめざすため劉鶴を中心とする経済運営を行うことを示している。
　また第 1 期で外交の事務方トップを務めた楊潔篪が中央政治局委員に抜擢された。
このことは習近平が対米外交，周辺外交，「一帯一路」建設の成果を評価しており，
第 2 期も中国主導の国際秩序の構築を進め，米国に対抗できる大国になるという「中
国の夢」の目標を継続していくために楊潔篪中心の外交運営を行うことを示してい
る。
（3）反腐敗闘争の常態化
　政権の安定には経済と外交の実績づくりだけでなく，統制強化が継続されるだろ
う。第 1 期では反腐敗闘争が党や政府幹部の統制にとって，そして習近平の権力基盤
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を強化する上で重要なツールとなった。一強体制が確立したことで，反腐敗闘争が下
火になることを回避するために，国家監察委員会が設置されることになった。これに
は，反腐敗闘争を常態化し，第 2 期でも厳しい汚職取り締まりを進めることで，習近
平への求心力を高め，党・政府幹部の緊張感を維持すること，また党・政府幹部の汚
職に不満を持つ民衆の支持を獲得しようという習近平の意図がある。
　第 19 回党大会で習近平一強体制は強化された。しかし不安定要素も抱えている。
第 2 期では，経済と外交でのさらなる成果を追求する一方で，反腐敗闘争など統制強
化を進めることで，社会の不満を解消し政権の安定を図っていくものと思われる。
（文責：星野　昌裕）
